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リズムストレッチ体操 キンダー・ハウス
　　　　手づくり絵本の会

　今から10年ほど前、それぞれ自宅で運動をしていた

近所の主婦が中央公民館（当時は現在の合同庁舎内にあ

りました）に集まり、いっしょに運動をするようになり

ました。約10人でのスタートでした。最初は不慣れな

こともありましたが、みんなで相談し知恵を出し合っ

てサークルを運営してきました。

　現在は、畑田町の生涯学習センターきらめきに場所

を移し、病気に負けないしなやかで若々しい体を作ろう

と、みんなで頑張って体を動かしています。リズムに

乗ってのストレッチやエアロステップ、時にはダンスを

加えた体操などで汗を流しストレスを発散しています。

運動をした後は、心も体もすっきりして、その爽快感は

何とも言えない気持ちだとみんな喜んでいます。

　自宅で一人ストレッチや体操をしていた時は飽きて

しまい長続きしませんでしたが、みんなで行うように

なってからは、それぞれの頑張っている姿を見て、褒

め合ったり励まし合ったりできるようになり、これか

らも続けていこうと思うようになりました。

　私たちといっしょに体を動かしたい方は、毎週木曜日

10時から、生涯学習センターきらめきでやっていますの

で、是非一度見学に来てください。お待ちしています。

　「本を作るって、本当にできるんですか？」「できま

すよ、誰にでも」こんな会話から生まれたのが、キン

ダー・ハウス手づくり絵本の会です。もともと子ど

もたちの絵本を作っていたメンバーの一人が、ある

日、豆本作りを呼びかけました。そこに集まったの

が現在のメンバーです。初めて作ったのは、2×3㎝

のかわいい豆本でした。その楽しさにすっかり虜に

なり、本作りの道をみんなで歩み始めました。

　現在、メンバーは約10人。小学生から60歳代まで

と幅広く、月に一度、生涯学習センターきらめきで

本作りを楽しんでいます。1月は和綴じ本、2月はお

雛様にちなんで菱餅型の豆本、3月は写真立てにもな

るアルバム本、4月は端午の節句にちなんでこいのぼ

りの豆本、5月は文庫本を改装して作る上製本、そし

て12月は自分だけの来年のオリジナル手帳など、季

節や好みに応じて楽しんでいます。

　このサークルの最大の催しといえば、夏休み親子手

づくり絵本教室でしょうか。これは子どもが描いた絵

を親子で製本して大切に残そうという試みです。親と

子のその時々を閉じこめた作品作りを私たちメンバー

がお手伝いします。鏡文字があったり、目と鼻が入れ

替わったような顔があったり、子どもたちの幼い時の

絵は、後で描こうとしても描けるものではありません。

　夏のひととき、親と子が一緒になって大切な思い

出を一冊の本にしていく…それは何ものにも代え難

い宝物になるでしょう。

制作される時、作品のイメージはどこから得られるの
ですか。
　私たちが社会の一員としてどう生きるべきか、自然と

どう接するべきかということを考えると、そこには日

常の暮らし方や自然との関わりに一定の基盤があるこ

とがわかります。その基盤をイメージして制作してい

ます。日本の社会は、経済の発展に伴って生活がとて

も便利になりました。その一方で、失ってきたものも

たくさんあるように思います。周囲への心づかいや季

節を取り入れた暮らしなどは、いつの時代であっても

なくしてはいけないものだと思います。そうした部分

を絵にして表現しています。作品のメッセージは、楽

しさと共にお届けできたらと願いつつ描いています。

しかし、描いた絵については、これはこうだよという

ような説明はしていません。

絵画の道に進まれたきっかけは何だったのですか。
　私は、熊本県ののどかな田園地帯で育ちました。小さ

い時から絵が好きで、父親がいつも上手だと褒めてくれ

たことを覚えています。昭和20年代（1948年頃）に就職

する時期を迎えたのですが、当時、希望する職業にも限り

がありました。しかし、私は、何か自分を表現する仕事に

就きたいという夢を捨て切れませんでした。そうした

思いを持って、昭和30年（1955年）に大阪に来ました。

　昼は働き、夜は工業専門学校に通学しながら書道塾

で書を学び、そこで興味を持ったのが象形文字でした。

漢字の起源は調べてみると実に面白いのです。その後、

原始美術壁画に出合い、歴史を感じさせない新鮮さに

大きな驚きを持ったのを覚えています。何度見ても飽

きることはなく、絵画の原点はここにあるのだと思い

ました。そこから、デザイン化された漢字や墨絵を描

くようになりました。　　

現在、どのような活動をされていますか。
　昭和37年（1962年）に書道教室を開き、その後、市内

の公民館で墨絵を教えてきました。それは今も続いて

います。また、現在、茨木市美術協会の副会長をして

います。毎年、秋に開催される茨木市の美術展では、

審査員を長年させていただき、市民の皆さんのすばら

しい作品に接してきました。制作活動では、未だに墨

絵や書道の厳しく困難な世界から逃げ出してしまいた

い気持ちになることがあり、芸術の深さを痛感してい

る昨今です。　　

今後の目標を教えてください。
　来年は、再度渡米する予定です。平成12年（2000年）、

エール大学を始め4つの大学で約2か月間、書道や墨絵

に関する講義を行いました。その経験はとても貴重な

ものでした。異文化に触れてみて初めて日本の文化を

見つめ直すことができました。素晴らしい先生方にも

出会い、たくさんの友人もできました。

　このように、書や絵のおかげで世界各国を訪問し、

各地で展覧会などに出品させていただいたことは、私

の制作活動にとてもプラスになっています。 

市民インタビュー

第３６回 　茨木市民の中から「いきいき生活の達人」を探し出し、紹介する
コーナーです。話から見えてくるその豊かな人生に、あなたも
きっと勇気づけられることでしょう。

　書道家であり日本画家でもある松葉さんの作品には、現代社会が失いつつあるものが
描かれています。作品のテーマは、地球の環境や昔の暮らしの中の一コマなどさまざま
です。松葉さんに現在の活動や今後の目標などを伺いました。

書道家・日本画家

松葉 蘇山さん
まつ    ば         そ   ざん

 「四季の輝き」

「知慧」 


